
編集後記     本紙のカラー印刷をまかなっていたボラサポ

（災害ボランティア・NPO 活動サポート募金）助成金が終了し、白黒印

刷での発行も 4 回目となりました。 

みなさんの情報紙「IMONIKAI」に関する 

ご意見、ご感想お待ちしています。（あかほし） 

 

社会福祉法人 大阪市社会福祉協議会  

大阪市ボランティア・市民活動センター 
 

〒543-0021 大阪市天王寺区東高津町 12-10  
TEL : 06-6765-4041  /  FAX : 06-6765-5618  
Email：imonikai@osakacity-vnet.or.jp (担当：赤星) 
≪利用時間≫ 月～金曜 9：30～20：30  
土曜 9：30～17：00  (日曜・祝日及び年末年始休館) 

                                                  

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆080-3756-9875（羽石 敦          ） 

☆090-4300-2958（山下 恵江(支援者)） 

※休日問わず何時でも構いません 

 (  
 

避難当事者・ 
大阪避難者の会 

 

     各地で増える陳情  
今回は、3 人の避難当事者が参加しました。うち一人は、

住宅支援を打ち切らないでほしいと、東京の参議院会館

まで陳情に行ってきたとのこと、このような動きが全国に

広がっていると報告しました。もう一人は、先日、大阪市危

機管理室住宅課に毎日陳情に行っている支援者に同行

してきたそうです。少人数では声が届かないと、陳情の難

しさを話しました。 

 

   要望書  
ホッとネットおおさかでも提出を予定しており、その内容

について、グループに分かれて話し合いました。自主避難

者という表記は、勝手に逃げてきた人として個人に責任を

帰されるため、国内避難民と表した方がよいのではない

か、自治体の判断で避難者を受け入れ、支えてゆくという

ことを明確にすべきではないか、など様々な意見が出まし

た。 

 結果として、ホッとネットおおさか構成団体有志とし

て、無償提供および無期限継続の住宅支援をという要望

書を、自治体の首長あてに出すことになりました。提出して

終わりにせず、当事者や支援者の状況や思いを伝えるた

めにも、回答を求めることにしました。 

 今後、腰をすえて説得してゆくことも必要と考え、議

会提出も検討しています。な生活を支援する必要性を訴
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あかほし 

 

問合せ 

申込み 

☆本紙は毎月 1 日発行です。 
情報掲載希望の方は、2 か月前までにご連絡下さい。 

食い倒れのまち、おおさかの台所として、庶民の生活を支え親しまれている市場がた

くさんあります。安くて新鮮、お店の人もおしゃべり好き。産地の情報やおいしい食べ

方も教えてくれるので、会話を楽しみながら上質のものを手に入れることができます。 

ホッとネットおおさかは、2 か月に 1 回大阪弁護

士会館で定例会を開催しています。10月 25 日の定例

会は、来年 3月での住宅無償支援打ち切りをうけて、

ホッとネットおおさかとして提出する「東日本大震災

にかかる県外避難者への生活基盤の整備を求める要

望書」について話し合いました。 

日 時 ： 1月 13 日（金）13：30～16：00  
場 所 ： 大阪弁護士会館  

援者に同行してきたそうです。少人数では声が届きにくい

と、陳情の難しさを話しました。 
 
   ホッとネットおおさかの要望書  
ホッとネットおおさかとして提出する要望書の内容を、グ

ループに分かれて話し合いました。自主避難者という表記

は、勝手に逃げてきた人として個人に責任を帰されるため、

国内避難民とした方がよいのではないか、自治体独自の

政策判断で避難者を受け入れ、支えてゆくという対応を求

めるべきではないか、など様々な意見が出ました。 

 結果として、ホッとネットおおさか構成団体有志で、無期

限の住宅無償支援を求める要望書を、自治体の首長あて

に出すことになりました。提出して終わりにせず、当事者や支

援者の状況や思いを伝えるために、回答と協議の場を求め

ます。 

 今後、腰をすえて説得してゆくことも必要と考え、議会提

出も検討しています。 

「子ども・被災者生活支援法」で、自主避難者への

支援がうたわれているにもかかわらず、打ち切られる

住宅支援。困惑する避難者の現状として、「東日本大

震災避難者の 震災避難者の会 Thanks＆Dream」代表・の森松明希子さん

へのインタビューが、11月3日付けの毎日新聞「そこが知りた

い 福島県外自主避難者の今」に掲載されました。 

その中で、命綱である住宅支援打切りは強制送還と一緒、

と森松さんは話します。避難させまいとする社会的状況、帰

還者へシフトする支援、物言えぬ空気…それでも子どもたち

を守っていくために、当事者が声をあげることが大切だと話

します。最後に記者が、メディアが当事者の声を伝え切れて

いない現実もある、と綴っています。 

広がっていると報告しました。もう一人は、先日、

大阪市都市整備局に毎日陳情に行っている支

援者に同行 

避難当事者として、 
大阪市都市整備局と話し合いを 

続けています。住宅のことで不安や悩み
はありませんか？みなさんの声を避難の
権利の要望書として届けたいと考えてい
ます。状況をお聞かせください。 

東北では、旧年から新年に移る年越しのことを「としと

り（年取り）」と言います。岩手県の盛岡では江戸時代

から使われていた記録があります。岐阜、長野、静岡、広

島、香川でも使うという報告があります。「御としとり」とも

言うそうです。また、年越し祝いの食事のことを「としとり」

と言う地域もあります。そして、福島や群馬では「としとり」

を節分の意味で使います。 

節分と言えば、京都、大阪、奈良では「としこし（年越

し）」と 

し）」と呼んでいたそうです。たしかに春の節分は、旧い年

から新しい年へと移行する時ですね。 

節分は、本来「季節の分かれ目」を意味し、立春・立夏・

立秋・立冬の前日の呼称でした。季節の節目を大切にし

てきた先人の心がうかがえる言葉です。 

今年の申（さる）から来年の酉（とり）へのバトンタ

ッチもそろそろです。 

新しい年が、みなさんにとって良い年になりますように。 

【方言募集】   ※方言に関するご質問・ご意見をお寄せください。 
住所：〒567-8502 大阪府茨木市西安威 2-1-15  追手門学院大学 

E‐mail：yukushib@otemon.ac.jp   
追手門学院大学国際教養学部講師 櫛引祐希子 

 

 )  
 

年末年始の 12月 29 日(木)～1 月 3 日(火)、 

大阪市ボランティア・市民活動センター 

はお休みです。ご了承ください。 

まだ動いている大阪産
おおさかもん

の魚や新鮮な野菜、手作りお惣菜

が並びます。市場の裏は海。海上釣堀も利用できます。 

【営業時間】 毎週日曜日 7：00～正午 
【場 所】 田尻漁業協同組合 
【アクセス】 南海「吉見ノ里」駅より  約 10分/無料駐車場あり 

【営業時間】 4：30～（不定休：HPでご確認ください） 
【場 所】 大阪木津卸売市場 
【アクセス】 地下鉄「大国町」駅より  約 3分 

なんばにある、日本最大級の地方卸売市場 

魚介類からお肉、青果まで何でもあります。
毎月第 2・最終土曜に「木津の朝市」イベン
トを開催。「セリ大会」は初心者でも参加 OK。
市場で働く人々ご用達の、市場ならではのお
食事処も楽しめます。 

大阪市浪速区 
大阪府泉南郡 

大阪府泉佐野市 

【営業時間】 10：00～18：00（水曜定休） 
【場 所】 泉佐野漁業協同組合 
【アクセス】 南海「泉佐野」駅より   約 15分/無料駐車場あり 

珍しい昼網（昼過ぎに水揚げ）、昼セリ後、

魚が店頭に並ぶ 14：30～がねらい目です。 

猟師さんが直売する活気あふれる市 

昼からでも鮮魚が手に入る市場 



古代ギリシャ。時代や地域で

さまざまに花開いた美術の中

心は、一貫して神々と人間の姿

と物語でした。 

青きエーゲ海の美しい島々

からはじまるギリシャ最古の

エーゲ海文明から、最盛期にい

たるその壮大な歴史の流れを

「時空を超えた旅」に見立てて

紹介します。 

会 期：2016 年 12 月 23 日(金・祝)～2017 年 4月 2 日(日) 
9：30～17：30(土曜日は 19：00）※入館は閉館 30 分前まで 

 
休館日：月曜日、2016 年 12 月 29 日(木)～2017 年 1 月 3 日(火)、

1 月 10 日(火)、3 月 21 日(火) 
※ ただし 2017 年 1月 9 日(月・祝)、3 月 20 日(月・祝)は開館 

 
場 所：神戸市立博物館 
（JR「三ノ宮」駅、阪急・阪神「神戸三宮」駅から南西へ 約 10 分） 

 
ご招待：3組 6 人（抽選）   
締 切：1 月 5 日（木）正午 
※ 当選の場合は、1 月 6 日頃に、チケットを発送します。 

 

会 期：2016 年 12 月 1日(木)～2017 年 3月 31 日(金) 
平日 9：30～17：00 / 土・日・祝 9：30～19：00 

（最終入館は閉館 45 分前まで） 
 
休館日：毎週月曜日(祝日の場合は翌日) 

12/5 ～12/9、 12/28～1/2 
 
場 所：キッズプラザ大阪 
（地下鉄堺筋線「扇町」駅下車すぐ または 

JR 環状線「天満」駅より  約 3 分） 
 

ご招待：東日本大震災により関西に避難中のみなさま   
締 切：1 月 10 日（火）正午  ※ 必ず年齢を添えて 
※ 申込み受け付け後、1 週間を目安に招待券を発送します。 

 

毎年大好評の「キッズプラザ大阪」。 

今年も希望者全員へのご招待をいた

だきました。遊びをサポートする“イ

ンタープリター”がいるので安心で

す。大人もくつろげる休憩スペースも

あり、家族みんなで楽しめます。 

阪神・淡路大震災 22 周年、被災者主催行事です。 

午前は、被災者の復興と犠牲者の鎮魂を祈ります。

午後からは、関西への避難者と 1.17 被災者、支援者

も含め、全ての参加者と交流します。みんながつな

がることで、希望へとつながる場 

にしたいという思いがあります。 

 

日 時：2017 年 1 月 17 日（火） 10：00～16：00（予定）  
   10：00～ 追悼式 

（黙祷、挨拶/声明と琵琶による音楽法要/ 
「神戸・希望の鐘」参列者全員で撞く）  

   13：00～ 1.17 と 3.11 をつなぐ会 
      （福島原発事故 今とこれからを話す会/ 

ミュージックセラピー）  
場 所：神戸市勤労会館 2 階 多目的ホール 
    （JR・阪急・阪神「三宮」駅より  約 5 分） 
 
ご招待：東日本大震災により関西に避難中の方へ交通費支給 
 
申込み：市民追悼のつどい実行委員会（担当：岡部） 

 maki-kunn@nifty.com 
    

  

 

定 員：午前の部：80 人、午後の部：20 人（先着順） 
 
締 切：12 月 20 日（火） 

 
精神対話士は孤独感や寂しさ、心の痛みを感じてい

る人（クライアント；高齢者、病人、引きこもりの人、対

人関係で落ち込んでいる人、介護に疲れた人、事故や

震災の被災者、重病患者をはじめとする病人、ホスピス

の入居者、学校生活や職場で精神的ストレスを感じて

いる人など）に寄り添い、真心を込めた暖かな対話を通

して気持ちを受け入れ共感し、人生に生きがいを持ち、

よりよい生活を送れるよう精神的な支援を行う心の訪

問ケア（クライアントが希望する場所に出向く）を行

っています。 
 

東日本大震災、とくに大阪へ避難されている

方への支援活動 
 

 ・Café IMONIKAI へ参加しています。 

大阪市社会福祉協議会 大阪市ボランティア・市民

活動センターにて、毎月第 

日 時：12 月 27 日(火) 10：00～15：30（要予約） 
 

10：00～13：30 『Café IMONIKAI』（同室保育） 
 10：30～12：30 野呂さんのお話 

  12：30～13：30 昼食・自由におしゃべり  
13：30～15：30 『避難者ピアサポート交流会』（別室保育） 

※ 昼食は各自でご用意ください。 
 
場 所：大阪市立社会福祉センター ３階 

(地下鉄「谷町九丁目」駅または近鉄「大阪上本町」駅 11 番出口) 
 
 

会 期：2016 年 12 月 7日（水）～2017年 2月 13日（月） 
     9：30～17：00 ※入館は閉館 30 分前まで 
 
休館日：火曜日、2016 年 12 月 28 日～2017 年 1 月 4日 

 
場 所：大阪歴史博物館  6 階・特別展示室 
（地下鉄谷町線・中央線「谷町四丁目」駅 2 号・9 号出口） 

 
ご招待：3組 6 人（抽選） 
 
締 切：1 月 5 日（木）正午 
※ 当選の場合は、1 月 6 日頃に、チケットを発送します。 

大阪市ボランティア・市民活動センター（担当：赤星） 
（電話・メールにて。 全員の名前・〒・住所・TEL を添えて） 

特別展  「古代ギリシャ 

- 時空を超えた旅 -」 

 

 

《門世の柵》 昭和 43(1968)年 
棟方志功記念館蔵  

特別企画展 コレクションの愉しみ 

-印判手の皿とアジアの凧 - 

「印判手」とは、明治以降、

大量に生産された陶磁器で、落

ち着いた色合いと実際に使え

る楽しさから、多くの収集家を

惹きつけてやまない骨董のひ

とつです。 

本展覧会では、大阪ゆかりの

コレクターが精力的に収集し

たものを通じて、収集の楽しみ

とその学術的背景を味わって

いただきます。 

 

Cafe IMONIKAI とピアサポート交流会の 2部構成で開催している避難者交流会。 

今回は「チェルノブイリへのかけはし」代表･野呂美加さんを招いての、冬休み特

別企画！午前中は支援者も自由に参加、野呂美加さんのお話を聞きます。午後から

は避難者だけの時間。今回は、野呂美加さんを囲んでのピアサポートです。 

参加希望者は、必ずご予約ください。 

 

申込み：peimonikai@gmail.com    
※名前、連絡先、参加時間帯をお知らせください。 
※保育希望の場合は、子どもの名前、年齢、保育予定時間を添えて。 

 
       主 催：ドーン避難者ピアサポートの会     協 力：東日本大震災避難者の会 Thanks ＆ Dream 

  （ジェンダー平等をめざす藤枝澪子助成事業）          大阪市ボランティア・市民活動センター 

津軽凧 青森県弘前市 成田保氏作 
木村薫氏所蔵 縦 68.0cm、横 48.0cm 

NPO 法人「チェルノブイリへのか

けはし」代表。ベラルーシの子どもた

ちを日本に一か月転地療養をさせ

る「保養里親運動」を行い、19 年間に

延べ 648 人を招待する。2011 年以

後は、福島原発事故による保養受

け入れに取り組む。 

映画「小さき声のカノン」（2015

年）に出演。著書「放射能の中で

生きる母たちへ チェルノブイリか

らフクシマへ、子どもの命を守る知

恵」他多数  

団体紹介   

ホッとネットおおさか登録団体を、毎月一団体ずつご紹介します。 

 
流会に、平成 25 年 11 月より、毎月 2 名体制で参加させてい

ただき、皆さまのお話しを傾聴させていただいたり、個別相

談、保育や夏祭り等のお手伝いをさせていただいております。 

・平成 25 年 12月より、まるっと西日本様から依頼を受けた

避難者の個別面談および電話相談も行っています。 

一般財団法人メンタルケア協会   
  

E-mail ： mentarucare.osaka@gmail.com    HP ： http://www.mental-care.jp/ 
 

 
 

Café IMONIKAI のようす （2014 年 6 月） 

心の訪問ケア（アウトリーチ）の専門職「精神対話士」を認定・派遣しています。 
 
 

 

 
大阪市社会福祉

協議会 大阪市ボラ

ンティア・市民活動セ

ンターにて、毎月第 4

火曜日AM10 時 30 分

～PM12時 30分）に

東日本から関西地

区へ避難されてきた

家族を対象とした交

流会に、平成25年 11

月より、毎月2名体制

で参加させていただ

き、皆さまのお話しを

傾聴させていただい

たり、個別相談、保育

や夏祭り等のお手伝

いをさせていただい

ております。 

・平成25年12月よ

り、まるっと西日本様

から依頼を受けた避

難者の個別面談お

よび電話相談も行っ

ています。 

延べ648人を招待する。2011年以後は、福島原

発事故による保養受け入れに取り組む。 

映画「小さき声のカノン」（2015 年）に出演。

著書「放射能の中で生きる母たちへ チェルノ

ブイリからフクシマへ、子どもの 

命を守る知恵」他  

＜野呂 美加さんプロフィール＞ 

 

 

遊んで学べるこどものための博物館 

「キッズプラザ大阪」 

1.17 と 3.11 をつなぐ会 

「1.17 市民追悼のつどい」 


